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当
委
員
会
は
、
平
成
30
年
12
月
定
例
会

で
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ

う
、
大
洲
市
議
会
基
本
条
例
の
検
証
及
び

評
価
、
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
議
会
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
、
議
会
機
能
の
強
化
及
び

活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、

「
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
」
や
「
大
洲

市
議
会
基
本
条
例
の
検
証
、
評
価
及
び
推

進
に
関
す
る
こ
と
」
等
に
つ
い
て
審
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
ま
で
に
委
員
会

と
し
て
の
結
論
を
出
す
た
め
、
６
回
に
わ

た
り
、
次
期
改
選
期
の
議
員
定
数
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

協
議
し
た
中
で
の
意
見
は
、「
現
在
の

人
口
２
，０
０
０
人
に
議
員
一
人
と
い
う

状
況
は
、
近
隣
の
市
の
状
況
を
見
て
も
妥

当
で
あ
る
」、「
限
界
集
落
の
方
た
ち
の
声

を
市
政
に
届
け
る
た
め
に
も
議
員
を
減

ら
す
べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
の
考
え
か
ら

「
現
状
維
持
」
と
の
ご
意
見
や
、「
市
の

人
口
が
毎
年
７
０
０
人
程
度
、
４
年
で

３
，０
０
０
人
近
く
減
少
し
て
い
る
状
況

で
現
状
維
持
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
」、

「
い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
生
活
し
て

い
る
方
々
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
我
々
も

痛
み
を
感
じ
る
べ
き
」
な
ど
の
考
え
か
ら

「
１
名
減
」
と
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
全
会
一
致
を
目

指
し
て
議
論
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
定
数

を
現
状
維
持
と
す
る
意
見
と
減
員
す
べ
き

と
の
意
見
に
分
か
れ
た
た
め
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
次
の
一
般

選
挙
の
定
数
は
現
状
維
持
と
す
る
こ
と
に

決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
大
洲
市
議
会
基
本
条
例
の
検

証
、
評
価
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
９
月
に
制
定
さ
れ

た
「
大
洲
市
議
会
基
本
条
例
」
を
、
第
19

条
「
見
直
し
手
続
き
」
に
基
づ
き
、
本
条

例
の
目
的
の
達
成
状
況
等
に
つ
い
て
、
現

在
、
条
文
ご
と
に
検
証
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
検
証
作
業
を
進
め
、
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
議
会
だ
よ
り
で
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く

周
知
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
こ

と
」
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営
の
効
率
化

や
議
会
機
能
の
強
化
、
危
機
管
理
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
、
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
・
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
２
月
５
日
～
７
日
に

は
、
福
岡
県
嘉
麻
市
・
八
女
市
に
先
進
地

視
察
を
実
施
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活

用
状
況
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
、
今
後
は
導
入
に
向
け
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
洲
市
議
会
基
本
条
例
の
検

証
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
、
災
害
時

に
お
け
る
議
会
の
対
応
と
役
割
な
ど
に
つ

い
て
も
調
査
・
検
討
を
行
い
、
議
会
の
活

性
化
や
議
会
機
能
の
強
化
に
努
め
て
い
く

次
第
で
あ
り
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
、
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
に
係
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の
詳
細
な

内
容
に
つ
い
て

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
事
業
は
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
５
年
間
で
福
祉
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
エ
リ
ア
及
び
交
通
空
白
地
な
ど
へ

予
約
制
と
な
る
交
通
手
段
の
導
入
を
図
っ

て
い
く
事
業
で
あ
る
。
現
在
、
豊
茂
地
区

と
南
久
米
地
区
で
実
証
運
行
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
平
野
・
阿
蔵
・
上

須
戒
・
五
郎
地
区
で
同
様
の
運
行
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
の
際
に
は
、
バ

ス
停
の
設
置
場
所
が
重
要
で
、
地
域

に
よ
っ
て
は
一
軒
一
軒
が
離
れ
て
い
る
た

め
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
、
利
用
が
困

難
な
方
も
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

実
証
運
行
前
に
は
、
実
施
地
域
の
住

民
の
皆
様
に
利
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

の
住
所
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
そ
の
う

え
で
、
バ
ス
停
の
設
置
場
所
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

各
行
政
区
に
２
か
所
程
度
バ
ス
停
を
設
置

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
広
い
エ
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３
月
定
例
会
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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